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寄宿舎には小学部から高等部までの児童生徒が生活しています。年齢が異なる子どもたちが同じ

部屋で暮らしています。年下の子どもにとって年上の子どもはよきモデルとなり、年上の子どもが

年下の子どもに関わり、お互いの交流が行われています。

豊かな自然の中で落ち着いた生活を送ることができるように、学校と寄宿舎が相互に児童生徒の

実態を把握し、連携しながら指導・支援をしています。

テーマ＆キャッチフレーズ

「一人一人の生活の充実を目指して」 ～元気に 明るく 楽しく～

① 日常生活において身辺処理をする意欲や態度を養い、基本

的生活習慣の確立を図る。

○ 自分のことは自分で行おうとする意欲と態度を養う。

② 集団生活をとおして、社会に適応していく人間を育てる。

○ 集団生活や行事をとおして、他者と協力して生活する

力を育てる。

○ 時間や場の設定を工夫して、余暇時間の充実を図る。

③ チームとして目標を共有し、一貫性のある生活指導を行う。

○ 一人一人の児童生徒の目標をチームで共有して、チーム一丸となって指導にあたる。

高等部卒業後の生活を見据え、生活スキルの向上と定着を目

指しています。育てたいスキルは、「自分で考えて行動する」「時

間を意識する」「挨拶や報告をする」「言葉遣いに気を付ける」

「充実した余暇を過ごす」です。グループホームや施設、一人

暮らしなど一人一人に応じた望ましい生活習慣を身に付けるた

めに、寄宿舎でのスケジュールを自分で考えて行動できるよう

に計画、実践することを支援しています。

 
地域の子どもたちの健やかな成長を願って 

けけんんももりり 

特特別別支支援援教教育育だより 

寄宿舎の取組

目指す児童生徒の姿

・明るく楽しく元気な児童生徒

・相手を思いやり、みんなと

仲良くできる児童生徒

・元気よくあいさつできる

児童生徒

毎週水曜日は１３：１５に下校します。下校後の時間を有意義に

過ごすために、余暇活動や生活指導、各棟での活動などを行ってい

ます。水曜日にはおやつの時間もあり、みんな楽しみにしています。

寄宿舎内において最も大きな行事です。児童生 年に６回程度様々な事故を想定して、対応訓

徒が計画から関わり、係ごとに何日もかけて準備 練を行っています。発見者はもとより周囲の職

します。当日は保護者の方や学校の職員も参加し 員の動きや児童生徒への対応を確認します。救

ます。カラオケや簡単なゲームなど、参加者が一 急車の要請や AED の操作方法、心肺蘇生法など

緒に楽しめるように工夫しています。 の確認を行い、職員誰もが対応できるように取

り組んでいます。

衣服の洗濯や畳み

方など生活スキルの

向上を目指していま

す。

年間３回程度大掃

除を行い、一人一役

を担って活動してい

ます。

毎月誕生者を紹介

し、感想のインタビ

ューをしています。

年間を通して、ス

ポーツをしたりレク

リエーションをした

りしています。

春夏秋冬それぞれ

の行事を通して季節

を感じる活動を取り

入れています。

歯磨きや手の洗い

方などの保健指導を

しています。

壁面の作品を作り

ます。作品展に向け

ての創作活動も行っ

ています。

様々な場面を想定

した避難訓練を繰り

返し行っています。


